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深澤晟雄の会ニュース 

ＴＥＬ 0197-81-1722   FAX 0197-81-1723 
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 平
成
二
十
年
十
月
十
九
日
～
二
十
一
年 

二
月
末
ま
で
の
入
館
者
は
合
計
二
一
三
七

人
で
し
た
。
町
内
よ
り
も
県
内
、
外
か
ら
の

来
館
者
が
多
く
、
県
内
で
は
盛
岡
（
三
四
一

人
）
北
上
（
二
二
五
人
）
奥
州
（
二
〇
二
人
） 

花
巻
（
一
三
六
人
）
一
関
（
五
二
人
）
、
県
外 

で
は
宮
城
（
一
四
六
人
）
秋
田
（
八
〇
人
） 

東
京
（
四
八
人
）
山
形
（
三
九
人
）
千
葉 

（
三
五
人
）
の
順
で
あ
り
ま
し
た
。 

北
は
北
海
道
（
札
幌
）
南
は
九
州
（
宮
崎
）
と

広
範
囲
な
来
館
状
況
で
す
。 

 

平
成
二
十
年
度
の
入
館
者
内
訳 

感
想
ノ
ー
ト
か
ら 

岩
手
大
学
か
ら
来
ま
し
た
。
「
自
分

た
ち
で
命
を
守
っ
た
村
」
は
私
が
大

き
く
影
響
を
受
け
た
本
で
す
。
こ
の

よ
う
な
資
料
館
が
誕
生
し
た
こ
と
と

そ
の
発
足
に
地
域
の
人
々
が
大
き
く

関
わ
っ
た
こ
と
、
大
い
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
岩
手
大
学
で
深
澤
晟

雄
さ
ん
の
仕
事
、
命
を
大
事
に
す
る

行
政
の
方
向
を
示
す
講
義
が
創
れ

れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

岩
手
大
学 

山
崎 

憲
治 

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
三
日 

深 澤 晟 雄 資 料 館 ス タ ッ フ 募 集 

仕事‐資料館管理、館内ガイド 

期間‐平成２１年４月～１２月末まで 

時給‐１Ｈ ７００円 

労働時間‐午前８：３０～午後５：３０ 

男女、年齢問わず。深澤精神を伝えてくれる 

意欲のある方 

毎週月曜日休み 

締切は４月１２日（日曜日）午後５時まで 

４月１２日以降面接の上決定 

履歴書を「深澤晟雄の会」事務局（にしわがネットプラザ内） 

〒０２９‐５５０５西和賀町湯本 30-86-10 まで直接届けるか 

郵送して下さい。詳しくは「深澤晟雄の会」事務局 

（にしわがネットプラザ内）ＴＥＬ81-1722 までご連絡下さい。 資料館の廻りの雪もだいぶとけてきました。 

春も近いです！（３月２３日撮影） 
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田田
邊邊  

茂茂
男男  

①
昭
和
五
〇
年
五
月
十
九
日 

②
美
術
部 

③
神
奈
川
県
横
須
賀
市 

④
常
に
新
鮮
な
お
ど
ろ
き
を
伝

え
る
仕
事
を
し
た
い
。 

⑤
う
ま
い
酒
、
旅
、
ド
ラ
ム 

⑥
深
澤
晟
雄
さ
ん
が
し
て
き
た

事
が
、
人
々
の
生
活
の
幅
を

広
げ
た
と
い
う
事
。 

興
味
と
楽
し
み
と
い
う
モ
ノ

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
悲

し
さ
と
さ
み
し
さ
。 

今
の
世
の
中
に
も
可
能
性
と

い
う
モ
ノ
は
ま
だ
残
っ
て
い
る

で
は
な
い
か
と
い
う
事
を 

深
澤 

さ
ん
を 

通
じ
て 

今
一
度 

考
え
ま 

し
た
。  

宮宮
本本  

亮亮
太太  

①
昭
和
五
六
年
十
一
月
十
二
日 

二
七
才 

さ
そ
り
座 

②
製
作
部 

ロ
ケ
地
探
し
、
そ
の
他 

準
備
、
調
査 

③
香
川
県
高
松
市
生
ま
れ
川
崎
市 

育
ち 

④
人
に
感
動
や
影
響
を
与
え
ら
れ

る
作
品
を
送
り
出
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
。 

⑤
や
な
せ
の
ギ
ョ
ー
ザ
。
音
楽
鑑
賞 

旅
行
。 

⑥
「い
の
ち
の
山
河
」を
通
じ
て
、
晟

雄
さ
ん
の
生
涯
や
偉
業
の
数
々 

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て 

も
ら
い
、
影 

像
を
見
て
西 

和
賀
の
景
色 

に
人
々
が
癒 

さ
れ
る
様
な
、
そ 

そ
ん
な
映
画 

に
な
る
よ
う 

が
ん
ば
り
ま 

す
。 

 

 

深澤晟雄さんの同級生の人達 

深澤晟雄資料館／〒029-5614 西和賀町沢内字太田 2-68   

  

TEL&FAX 0197-85-3838 
E ﾒｰﾙ    masao@nisiwaga.net 

 

昭和４１年胸像の前で、中列左から４番目が故深澤ミキさん そのとなりが 
加藤邦夫院長、前列右から２番目が深澤広見さんのお父さんの広さん 

（南太田 深澤広見さん提供） 

お知らせ 

深澤晟雄資料館入館料が４月１日から有料になります。 

 １人 団体割引(20名以上) 

大学生・大人 ３００円 ２５０円 

中・高校生 ２００円 １５０円 

小学生以下 無料 無料 

ただし、町内学校教育の一環としての場合中・高校生無料 
仙台第二高等学校時代の 

深澤晟雄（大正１４年） 

劇
映
画 

「い
の
ち
の
山
河
」 

ス
タ
ッ
フ
の
紹
介 

町
で
会
っ
た
ら
ど
う
ぞ 

お
気
軽
に
声
を
か
け
て 

下
さ
い
！ 

①
生
年
月
日 

②
仕
事
の
内
容 

③
出
身
地 

④
将
来
の
夢 

⑤
好
き
な
も
の
・趣
味 

⑥
深
澤
晟
雄
さ
ん
に
つ
い
て 


